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ご あ い さ つ

審査委員長・奈良大学学長　清　水　哲　郎

　日本で最初の都が築かれ、古代日本の中心として栄えた奈良には、今も豊かな自然と歴史

遺産・伝統文化が息づいています。奈良という恵まれた学修環境を背景に、本学では、喧騒

とした都会では決して味わえない、ゆっくりした時間の流れの中で豊かな大学生活を過ごす

ことができます。この地に奈良大学が誕生したのは1969年のこと、今年創立50周年を迎えま

した。50周年を記念して新棟「令和館」が10月に竣工しました。１階には、主体的・能動的

学習を推進するアクティブ・ラーニングゾーンが、また２階のエントランスホールには奈良

大らしく、等身大の四天王像が来館者をお出迎えします。２階にはさらに、大学開放・社会

貢献のシンボルとして200人収容の講義室があります。

　本学には、現在文学部（国文学科・史学科・地理学科・文化財学科）と社会学部（心理学

科・総合社会学科）、さらに大学院（文学研究科・社会学研究科）および通信教育部が置か

れており、学生数は約3600人、全国各地から多くの学生を迎えています。図書館には55万冊

以上の蔵書があり、15万冊を超える文化財専門書がそろっており、朝日新聞出版『大学ラン

キング2019』の図書館部門で本学図書館が全国第１位になりました。本学図書館は日本屈指

の歴史・文化財情報に関する知の拠点として国内外から注目されています。

　さて、今から12年前の2007年に、奈良大学は、多くの生徒にとっては「暗記科目」という

印象が強い歴史や地理に、暗記ではなく、自分たちで調べ、考え、真実を発見するなど、課

題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学びを導入することで、歴史や地理を探究する醍

醐味を実感してほしいとの願いから「全国高校生歴史フォーラム」を企画・開催しました。

幸い私達の思いは、全国の高校生と、生徒の皆さまを指導しておられる先生方に届いて、準

備期間や周知が十分でなかったにもかかわらず全国の22校から72編の応募がありました。

　その後、応募校数は過去13年間の平均では、参加校が44校、また応募点数では111編と

なっております。今年度の状況は、参加校が54校、応募点数が143編を数え、昨年より大幅

に増加しております。審査委員会による厳正なる審査の結果、全国から選び抜かれた優秀賞

に５編が、また佳作として７編が選ばれました。

　最後になりますが、全国高校生歴史フォーラムの開催にあたり、ご尽力を賜りました皆さ

まに心から感謝申し上げるとともに、ご指導にあたられた先生方と熱心に研究して応募され

た高校生の皆さまに、お礼の言葉を申しあげます。選考の経緯と結果につきましては、講評

をご参照ください。
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審 査 結 果 の 講 評

　「全国高校生歴史フォーラム」は、全国各地の54校から143編の応募をいただきました。
ご応募いただきました皆さまには御礼申し上げます。
　応募のあった高校を地域別にみると、関東・甲信越、九州からの応募校数が多かったとい
えます。分野は、これまでと同様に文献史学、考古学、地理学、文学、民俗学など多彩な研
究成果となっています。テーマはさまざまですが、最終選考の段階では、各地の鉄道や災害
に関する史的研究の数がやや目立ちました。近年、このフォーラムで優秀賞に選ばれた研究
成果が牽引となっているのでしょうか。戦争史料を解き明かした研究は、これまでに比べて
減少気味になりましたが、一定数の応募がありました。
　毎回、団体応募と個人応募がみられます。団体応募は、膨大なデータの収集や解析、そし
て整理の点では優位に立ち、厚みのある研究成果が生まれやすい傾向にあります。また、個
人応募は、研究の目的や方法、解き明かしていく筋道とそれによって導かれた結果に、地道
でひたむきな姿勢と信念が垣間見られ、一連の研究の深さを読み取ることができます。審査
の場では、高校生らしい着想を出発として、これらのことが前面に出ている研究が高い評価
を受けて、優秀賞・佳作に選ばれたといえます。この傾向は過去から変わっていませんが、
今回は段階的な審査の場において個人応募の研究が良い評価を受けていました。ただし、個
人応募の研究は、高い評価と低い評価の二極分化が激しいといえるでしょう。
　少々残念なことは、応募規定に沿わない研究成果がみられたことです。研究内容は良さそ
うなのですが、字数超過による体裁の問題、応募用紙に記載されているテーマと本紙に記載
されているテーマの不一致、応募者と指導の先生の間での疎通の問題など、実行委員会受付
時や審査委員会の場で混乱することがありました。制限枠のなかで、完成度の高い成果を披
露してこそ、真の成果が発揮できていることになります。
　添付資料の内容は全体として水準が高くなってきているようです。史料、図、表、写真、
地図一つ一つが本文を裏付けていく重要な要素になっています。研究の深みがあれば紙数制
限のなかでそれを厳選せねばならず、そのような努力が滲み出ている研究は高い評価につな
がります。根拠資料による裏付けは侮れません。一方では、本文と同様に、インターネット
情報とみられる写真や図表もみられます。ただ、出典を記せば良い、という姿勢ではなく、
応募者の本文の意図に合った意味のあるオリジナルの写真を掲載する必要があります。
　寄せられた研究成果から、例年通り優秀賞５編を選びました。フォーラム当日、そのなか
から「学長賞」・「知事賞」を選ぶとともに、本学が創立50周年となる節目に際し、「奈良大
学創立50周年記念特別賞」を設け、選びます。口頭発表を審査員一同、心より楽しみにして
おります。また、佳作７編は、ポスター発表という形式で応募者のご希望により参加してい
ただくことにしましたので、その成果は会場入り口付近に並びます。すでに実行委員会には
ポスターの原稿が届いており、良い体裁のものばかりです。期待が高まります。

第13回全国高校生歴史フォーラム審査委員会
（文責　土平　博）
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審査結果

優　秀　賞
（高等学校等コード順に掲載、敬称略）

神奈川県・関東学院高等学校

研 究 者 名：歴史研究部　𡈽野英一郎

研究タイトル：キリシタン信仰と地域コミュニティー
　～長崎県外海・平戸地区を中心に～

静岡県立三島北高等学校

研 究 者 名：郷土研究部　萩本大翔

研究タイトル：三島停車場誕生までの歴史
　～鉄道誘致運動の全貌を探る～

福岡県立修猷館高等学校

研 究 者 名：谷口生貴斗

研究タイトル：小地名「ホノケ」の研究
　～福岡県糸島市王丸集落～

長崎県立壱岐高等学校

研究グループ名：東アジア歴史・中国語コース歴史学専攻２年生

研 究 者 名：大多和泰熙・亀井琢磨・清川智希・筑後裕哉
平田太輝・松尾泰地・村上直哉・本田あかり

研究タイトル：未解明の古墳時代の集落に迫る
　～壱岐・車出遺跡とその遺物から見た巨石古墳との関係～

鹿児島県立種子島中央高等学校

研 究 者 名：鎌田廉正

研究タイトル：明治期の種子島における異文化交流
　―ドラメルタン号漂着事件を中心に―
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審査結果

佳　　　作
（高等学校等コード順に掲載、敬称略）

栃木県立学悠館高等学校
研 究 者 名：歴史研究部　　櫻井聖人・関口　薫
研究タイトル：享保期幕府代官　池田喜八郎による忘れられた水利改良

千葉県・市原中央高等学校
研究グループ名：歴史研究部
研 究 者 名：松尾優沙（研究代表者）・土橋吏奈・佐藤恒希・熊谷優太

髙山遼太郎・木全雄一郎・水野萌衣・中村勇斗・八巻美月
研究タイトル：「和戦一如」の地、東金城

　～本土決戦の要と「文化の礎」

神奈川県・武相高等学校
研 究 者 名：平形康貴
研究タイトル：文化を運んだ軍用鉄道

　～横須賀線が運んだのは “もの”だけではなかった～

神奈川県・立花学園高等学校
研 究 者 名：池上要太
研究タイトル：相模鉄道と神中鉄道の大山ケーブルカー敷設計画

　～大山をめぐる様々な思惑と２人の社長～

京都府立鴨沂高等学校
研 究 者 名：西野　桜
研究タイトル：近世筝曲とキリシタン音楽

　八橋検校の《六段》とラテン語聖歌《クレド》の関わり

岐阜県立関高等学校
研究グループ名：地域研究部
研 究 者 名：江崎晃定・梅田拓海・片桐昴大・辻　龍成・岡本優奈・土田真菜

石原伶緒・吉川奎騎
研究タイトル：撫順東方における歴史観光構想とその挫折

　～まぼろしに終わった歴史ツーリズムを読み解く～

大分県・大分東明高等学校
研究グループ名：郷土史研究部
研 究 者 名：佐田昴駿・岡田莉子・岩男　優
研究タイトル：高島海洋少年共和園

　―無人島に強制収容された戦争孤児たち―
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享保期幕府代官池⽥喜⼋郎による忘れられた⽔利改良
歴史研究部櫻井聖⼈・関⼝薫
栃⽊県⽴学悠館⾼等学校はじめに

栃⽊市新井町に⼈名がつい
た沼がある。おそらく開発命
令者であり、忘れられた開発
があったのではと考えた。明
治18年（1885）の皆川⼋ヶ
村『地誌編輯材料取調書』
（以下『地誌』と略称）や明
治9年（1876）の地籍図、泉
川条⾥跡の研究成果などでこ
の仮説を検証した。

１．栃⽊市新井町・泉川町・⼤皆川町
の地勢（右地図）
栃⽊市は関東平野の北端、⽇光⼭地の裾

部に位置する。北⻄の皆川地区東部は、永
野川左岸、砂礫層上にローム層が堆積した
低位台地で、南に緩かに傾斜する。
この地域は古代からの遺跡が多く、泉川

条⾥跡の地割もある。⾚津川放⽔路は栃⽊
市街地を洪⽔から守るため、昭和26年
（1951）に竣⼯した⼈⼯の⽔路である。

２．『地誌』新井村・泉川村・⼤皆川村の記載から（左写真）
享保9年（1724）より代官池⽥喜⼋郎が新井村・⼤皆川村を⽀配。

新井村の⽊⼋堀は喜⼋郎のことだろうか。⽊⼋橋では「喜」を「⽊」
に訂正している。本来は喜⼋であった可能性が⾼い。享保10年
（1725）東新井村のうち360⽯を⼤久保伊勢守が領有する。
⽊⼋沼は今も存在する。⼩さな沼で東に⽔路が伸びる。⽊⼋堀に違

いない。しかし地元に伝承は何もなかった。
泉川村永沼堀の⽔論や、⼤皆川・泉川・箱森三ヶ村と⽚柳村との⽔

論から、この地域で⽔の分配が深刻な問題であったことが分かる。

３．幕府代官池⽥喜⼋郎と享保の改⾰
私たちはネット検索で喜⼋郎の年譜を作成した（右表）。享保の改

⾰の⼤規模開発に飯沼新⽥がある。喜⼋郎は代官として担当した。⼯
事前に天領替えが⾏われたが、東新井村を⼤久保と⼆給したのはその
代替地だろう。同時に喜⼋郎⾃⾝も⽀配地で開発を⾏ったに違いない。

年 ⻄暦 できごと
延宝6年 1678 ⽣誕

勘定役として6代将軍徳川家宣に仕える
正徳3〜享保2年 1713〜17 関東代官 江⼾在陣
享保2〜9年 1717〜24 九州代官 豊後⾼松在陣、⽣⽬神社で和歌を詠む
享保7年 1722 荻原乗秀と共に上総国東⾦を視察
享保9〜14年 1724〜29 関東代官 江⼾在陣
享保14年 1729 ⼿代の不正により処罰され⼩普請に⼊る
享保18〜19年 1733〜34 許されて出⽻代官に復職 寒河江在陣
享保19〜元⽂4年 1734〜39 美作代官 倉敷在陣
元⽂4〜寛保3年 1739〜43 摂津代官 ⼤坂在陣
宝暦元年 1751 致仕（隠居）
宝暦4年 1754 77歳で没

４．泉川条⾥跡の⽔利と新⽥開発
喜⼋郎はどこをどのように開発したか。鍵は泉川

条⾥跡の存在であった（下図）。
今は埋⽴てられた天沼には、天満宮があり弁財天

も合祀されている。天沼を⽔源とする天神堀は主要
な⽤⽔であった（右写真）。
これらは泉川条⾥跡以来の⽔利システムに違いな

い。⽊⼋沼も天沼のすぐ東である。喜⼋郎の開発は、
⽔量を増やして条⾥制を再利⽤する、⼩規模で効率
的なものだった。
地籍図⾵野村に字元新⽥がある。喜⼋郎が開発さ

せた可能性がある。または⽔量を増加させて、⽔論
の発⽣を抑え、⽶の増産を図ったのかもしれない。 ５．⽔⽥にかかわる地域の歴史

新井町・泉川町の特産品である⽡は、
⽔⽥下で⽣成された良質な粘⼟を原料に
している。⾚津川放⽔路建設に対して新
井町では、先祖からの⽔⽥を守りたいと
激しい反対運動があった（左写真）。こ
の地域では⽔⽥を⼤切に思う⼼情が強
かったことが分かる。

『地誌』新井村表紙

栃⽊市皆川地区（旧皆川⼋ヶ村）の位置

『地誌』新井村管轄沿⾰（左）溝渠（中）橋梁（右・喜を⽊に訂正）

⽊⼋橋

⽊⼋沼の現状 東から南に向かう⽊⼋堀

池⽥喜⼋郎季隆の年譜

おわりに
享保の改⾰を背景に幕府代官池⽥喜⼋郎が新井村で、条⾥制を再利⽤

した⼩規模で効率的な⽔利改良を⾏ったと推定した。飯沼新⽥のような
⼤規模なものばかりでなく、このような村レベルのきめ細かな開発が各
地でおこなわれたなら、全体的には⼤きな⽣産向上となったに違いない。
＜主な参考⽂献＞
『⽯下町史』常総市／デジタルミュージアム1988年
『栃⽊市史』通史編 栃⽊市史編さん委員会1988年
『栃⽊市史』史料編・近世 栃⽊市史編さん委員会1986年
『栃⽊市遺跡分布地図』栃⽊市教育委員会2015年
『⽔海道市史上巻』常総市／デジタルミュージアム1973年
※史料提供は栃⽊市教育委員会、掲載写真は部の現地調査で撮影。

泉川条⾥跡・『栃⽊市遺跡分布地図』に加筆
（天神堀は条⾥地割に沿って南流する）

◎⽊⼋沼

天沼

天沼天満宮

⿓光院

地籍図の天沼と⽊⼋沼
（付近は泉川条⾥跡の⽔源地）

⾵野村地籍図の字元新⽥

天沼天満宮本殿 境内東側の市道が天沼跡 錦着⼭の⽅向へ南流する天神堀

⾚津川放⽔路と⽡⼯場



「和戦一如」の地、東金城
～本土決戦の要と「文化の礎」～

歴 史 研 究 部
市 原 中 央 高 等 学 校

Ⅰはじめに

｢本土決戦本土決戦と云ふけれど、一番大事な九十九里浜の防備もできておらず (中
略) 之でどうして戦争に勝つことが出来るか。」
これは、昭和20年(1945)8月10日の昭和天皇の言葉である。昭和天皇が戦争をやめる
決断をしたのは、九十九里浜の防備が出来ていないという点が大きかったことがここか
ら感じられる。
千葉県東金市にある「東金城」【図１】は、前述した九十九里浜の防衛の要であり、本

土決戦の中心となるであろうと思われていた場所である。結果として戦いの場とはなら
なかったその場所は、戦争と平和とは何なのか考える重要な材料となると考える。

その東金城跡の多くを占める「御殿山」の所有者、小川幸三郎さん【図２】等東金城
跡に、第二次世界大戦中・戦後関わった方々に取材をした内容や、東金城跡の麓にあ
る東金高校の校務日誌などの史料、東金城周辺の石造物、防衛研究所の資料などか
ら、戦争と平和に関わるこの場所の存在意義について、その価値を考えていきたい。

Ⅱ小川家と近衛師団の関わり

御殿山のサイン帳から、大正8年(1919)6月1日に、成東中学校行啓記念献上写真記

念会が開かれたことが分かり、そのサインの中に｢近衛歩兵第二連隊付、陸軍歩兵少
佐 利根政喜｣の字がある【図３】 そこから、天皇と皇居を警衛する部隊である、近衛
師団の少佐が御殿山を訪れていたことがはっきりと分かる。
更に、大正10年(1921)11月14日の手紙【図４】には「近衛師団機動演習ニ際シ尊家宿

泊ニ際シテハ種々御世話ニ相成、難有奉存候」とあり、大正時代、近衛師団の機動演
習に来た｢壬生東宮武官｣すなわち、大正天皇の皇太子(後の昭和天皇)付きの武官に
よる、宿泊させてもらったことに対する謝礼の手紙であると分かる。

これらのことから、演習という面での戦争と、行啓を記念する記念会という平和的な形
の両面で、小川家が近衛師団の人物と関わりがあったことが読み取れる。

図３ 成東中学校行啓紀念献上写真
紀念会中の、近衛歩兵第二連隊附、
陸軍歩兵少佐 利根政喜のサイン

図４ 壬生東宮武官から小川荘三郎さん
宛ての手紙

Ⅲ戦時下の東金市周辺

①東金城の防備

関東平野への侵攻作戦に備え、御殿山を含めた東金城跡には防空壕や、一人用の
塹壕である蛸壺などが作られた【図１】 展望台からトーチカへと続く道は、現在は鬱蒼
としているが、戦時中の御殿山ははげ山であったそうだ。連合軍の上陸が予想された
地の一つである、九十九里浜を見張る地点とするのには丁度良かったといえるだろう。

②東金市への機銃掃射

幸三郎さんは御殿山にて、米軍機に対する機関砲での応戦を見たことがあり、その
際、米軍機は低空飛行でパイロットの顔まで見えたという。東金市に疎開してきていた、
東京都本所区(現墨田区)の菊川小学校の生徒の手記にも、機銃掃射が酷く、一日中
御殿山に掘られた横穴の壕から出ることが出来なかった、という内容の記述がある。

③東金市の疎開児童と、兵士の食糧難
旧制成東中学校に駐留していた近衛歩兵第三師団の兵士 の食料は、小麦と大麦の

みのぼろぼろのご飯であったという。また幸三郎さんの証言では、当時の兵士はアマガ
エル等を焼いて食すこともあったそうだ。戦時中は兵士も食糧難であったのだ。

しかし、疎開児童だった酒井喜美子さんは、同じ東金高等女学校に寝泊まりすること
になった範部隊の兵士に食糧をとられたのではないか、と述べていた。東京の空襲を
避け、東金市に疎開してきたにも関わらず、東金市は本土決戦の最重要な場所に位置
づけられ、更に東京に戻った六年生の多くが東京大空襲で死んでしまう。そのような避

難場所と最前線が混在する地が東金の御殿山周辺であったということが分かる。

Ⅳ文化の礎、東金城

①蛸壺の標石
「蛸壺の標石」は、小川幸三郎さんの父である小川一郎さんが、御殿山に建てた碑で

ある。二つの碑の碑陰には｢昭和二十年 一九四五年 範部隊構築｣とあり【図５】日本
本土への上陸作戦に備え、範部隊こと近衛歩兵第三師団が蛸壺などを、つくったことを
表している。また、小川一郎さんが語ったことをまとめた手記の一節には｢御殿山遺跡
は、範部隊の苦労の跡を偲ぶもの｣とあり、碑は範部隊の苦労の跡を示すものとして建
てられたのだと分かる。更にその手記の題には｢御殿山―戦わざる古戦場｣とあり、二
つの碑の側面には｢不戦古戦場｣と刻まれている。

図５ 蛸壺の碑

②東金城と文化

小川一郎さんは文学や芸術といった文化的なものに親しんでおり、最高裁判所印等を
作った石井雙石さん、世界で活躍するピアニストの大野亮子さん等の人物と親交があっ
た為、御殿山の碑には小川家及び東金市に関わる者の言葉や句等が彫られている。

③小川一郎さんの追悼集

東金市文化団体協議会が発行する会報の中に、小川一郎さんの追悼集がある。そこ
に、東金市の名誉市民であり、詩人の鈴木勝さんの句がある。その句には、｢史は床し
いしぶみ固し御殿やま君が遺せし文化の礎｣｢いくさ場の名のみ残りて黄金まち文化の
都市となりて栄へる｣とある。自身の詩集にも、御殿山をも含む、｢上総丘陵｣について、
｢塹壕化｣した、など戦時中の内容を含むものが多々ある。小川一郎さんへの追悼句に
ある｢いくさ場｣とは本土決戦のことなのではないだろうか。御殿山は前述した通り、日本
本土への上陸作戦に備え、防空壕等が作られていた地である。その御殿山に小川一郎

さんは、数多くの碑を作った。言い換えれば、｢文化の礎｣を作ったのだ。

Ⅵ文化から平和へ

戦後、御殿山には第二次世界大戦時における、陣地構築の実地把握のため、自衛
隊の方がよく来るという。サイン帳にも自衛隊の方の署名【図６】があり、また、自衛隊

市ヶ谷第三十二連隊長の一等陸佐であった前川清さんは署名のみではなく｢和戦一
如｣という言葉も残している。｢和戦一如｣について、前川清さんに取材したところ、「平
和から戦争が生まれる。戦争の中から平和が生まれてくる。」という意味合いを持つの
だという。つまり、戦争の遺跡がある場だからこそ、文化的・平和的な場であろうとする。
それを見ることで、平和を意識しつつも、戦争に思いを致すということを、感想として書
いたのではないかと考えられる。

その他にも｢和是萬事本｣等｢和｣という字が戦後のサイン帳には幾つかみられ、小川
一郎さんが、かつての戦場である御殿山に碑を建てることにより、平和の象徴として御
殿山があるのだと、戦後訪れた方々は思ったのではないだろうか。文化の礎というの
は、戦争の無い戦後の平和な時代に築かれてきたといえる。つまり、前述した小川一
郎さんが御殿山に数多くの碑を作ったことは、まさに、平和の時代を象徴する意味で、
文化の礎、ひいては平和の礎を御殿山に構築したのだともいえるだろう。

Ⅶ 危機にある「和戦一如」の地、東金城

東金城は戦国時代には東金酒井氏の居城であり、現在は前川清さんへの取材から、
本土決戦の際の陣地の中心であり「象徴的な東金陣地」と言われ、正に「戦」の場所で
あると意識されていた。

同時に江戸時代では東金の名所に数えられ、戦後には文化人の言葉を記した石碑

が、千葉県下でも多く纏まってある事で知られる場となった。つまり「戦」と、その対極

をなす「和」の場所とが一体の「和戦一如」の場所であることが示されたのである。

このような非常に重要な意味を持つ場所にも関わらず、筍掘り等を目的に入り込む
人もいるため、御殿山への入場門を閉鎖してしまおうかという、揺れ動く気持ちを持っ
ている。また、台風１５号により東金城にも甚大な被害があった【図７】ため、現在は立
ち入り禁止となっている。

Ⅷ 終わりに

この多くの歴史のつまった東金城も、実際はほとんどの人に知られておらず、閉鎖
され他に誰も伝えることがなければ、この場所の歴史も忘れ去られてしまうだろう。

｢東金城｣を始めとした、戦いと平和の両方を兼ね備えた場から、今、令和の始
まったこの時代において、我々はこの日常を｢異質｣な日常にすることがないよう、
様々な場所で発表する機会を得て、出来うる限り多くの人がこの場所に来て、戦争と
平和について考えられるよう、伝えていきたい。

本漸寺

八鶴湖

砲台据付用台座跡
コンクリートの部分

九十九里方面が見
えたトーチカ（砲兵
観測所）
(現在は木が生い茂
り、視界が悪い。)

御殿山の防空壕
碑の森

おおよそ、この白
線より東側が御殿
山と言われている

図１東金城ジオラマ
(歴史研究部が文化

祭用に制作した、東
金城のジオラマを使
用した。)

蛸壺

図２
小川幸三郎さんの写真

図６
御殿山に行った方のサイン帳より
「和戦一如」及び自衛隊の方のサイン

図７
倒木が多くみられる、現在の東金城
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⽂化を運んだ軍⽤鉄道 〜横須賀線が運んだのは“もの”だけではなかった〜
⾼校2年 平形康貴 武相⾼等学校（神奈川県）

1.はじめに

昨年の研究で私は陸軍が主導した
相模原軍都計画(神奈川県相模原市)
が周辺を走る鉄道に多大な軍事協力
や周辺地域へ大きな影響を与えてい
たことを知った。そして、今年は反
対に横須賀海軍(神奈川県横須賀市)
のために敷設されたJR横須賀線が周
辺地域へどのような影響を与えたか
を調べることにした。

その結果、横須賀線が軍用鉄道としての働き以外に、別荘文化や海水浴
という新しいレクリエーションや鎌倉文士など地域に多彩な影響を与えてい
たことが分った。

2.軍都・横須賀とは

1871（明治 4）年 横須賀製鉄所建設(主な輸送手段は海運だった）
1872（明治 5）年 上記が横須賀海軍造船所となる
1903（明治36）年 上記が横須賀海軍工廠となる 最盛期には8万人が従事
1884（明治17）年 横須賀鎮守府が誕生
他、横須賀海軍航空隊や航空技術・航空廠、海軍機関・工機学校など設置。
横須賀は広島県の呉や長崎県の佐世保と並ぶ軍都となった。

3.横須賀線の歴史

1886（明治19）年 6月 海軍大臣西郷従道、陸軍大臣大山巌が横須賀線大
船～横須賀間建設を請議

1889（明治22）年 6月 大船～横須賀間が単線開通
1894（明治27）年 10往復、20本に増便
1916（大正 5）年 9月 東京駅に乗り入れを開始
1924（大正13）年12月 全線複線化し、翌年12月には全線電化完成

4.「衛生国家」の始まり

明治期の日本では富国強兵のため、また結核対策として清潔な国家を作
る「衛生」が意識され始めた。

「近代医学の父」と称されるドイツ人医師のベルツは優れた自然環境を
持っている片瀬や鎌倉、葉山を新たに海浜保養地として紹介する。またベル
ツの影響を受け、明治10年頃になると初代内務省衛生局長であった長与専斉
や陸軍軍医を務め、海水浴法概説を著した松本順らにより海水浴という文化
が誕生した。

当時の海水浴は西洋医学に習い「海気」に身をおいて「海水」に身を浸
し、身体に刺激を与えて病気や体調不良を治療するものであった。

しかし、明治末になると各地で鉄道が開通、各鉄道会社が海水浴場に海
の家を設置し、日帰りで海水浴を楽しむ人が増えた。それにより海水浴の行
為自体が医療からレクリエーションへと変わった。

5.横須賀線が与えたもの ～逗子～
①逗子海岸の海水浴と横須賀線

1903（明治36 ）年8月18日に発行された『横浜貿易新聞（現神奈川新
聞）』によると東海道沿いの当時の海水浴場の入場券は1日で1,400枚～
1,500枚に達した。海水浴を楽しんだ後に海水浴場周辺の宿泊施設に滞在す
る人は宿や別荘、貸間に滞在する人は700人以上にも達した。海水浴はとて
も大きい経済効果をもたらすものであった。

関東近郊では逗子海水浴場が人気の海水浴場だった。そこで鉄道省は
1929（昭和4 ）年に海の家を設置した。同年の利用者数は大人3万5,942人、
子供9,600人で収益は8,628円になった。

②別荘地としての発展

逗子の別荘地としての発展は横須賀線の開通で交通の便が改善されたこと
や隣町である葉山が葉山御用邸建設の影響で別荘地のメッカとなっていたた
め、大いに影響を受けた。逗子には1913（大正2）年の時点で96名の別荘所
有者がいた。その後、1927（昭和2）年になるとさらに増加を遂げて、197人
になった。別荘の所有者は東伏見宮を始め皇族や外国領事、実業家などが多
くいた。

5.横須賀線が与えたもの ～葉山～
①交通の発達

横須賀線の開通以前の葉山町の移動手段は徒歩移動が主だった。横須賀線
開通で交通の便が大幅に改善できた。1912（明治45）年に町の最寄り駅とな
る逗子駅から葉山町へ乗り合い馬車や人力車が走り始めた。その後乗り合い
馬車は乗り合いバスに代わられた。

②別荘地・葉山

葉山は気候が温和で風光明媚な場所であったため鎌倉
時代から行楽地・保養地として発展していった。1889
（明治22）年にベルツ自身が別荘を建て、葉山の良さ
を伝えていた。そして横須賀線開通により要人の別荘
も増えていった。1894（明治27）年には葉山御用邸が
竣工し、別荘地・葉山のブランドがあがった。明治時
代の葉山の別荘所有者は華族・閣僚・海軍軍人・教育 写真 葉⼭御⽤邸の海
人など幅広い職業の人がいた。

6.横須賀線が与えたもの～鎌倉～
①交通の発達

鎌倉は山々に囲まれて訪れることが困難な場所であった。横須賀線開通以
前は藤沢まで東海道線を使い、そこから約6kmの道を人力車に乗って大仏坂
の切り通しを越えて鎌倉に入るのが一般的だった。当時の所要時間（東京～
鎌倉）は2時間半から3時間かかっていた。横須賀線により1時間半にも短縮
することができた。

②海浜ホテルと結核療養

1887（明治20）年、長与専斉が初めて湘南地域に結核療養場である海兵院
を設置した。海兵院は完全な病院ではなくホテル的な要素が強かった。その
後海兵院は療養施設から鎌倉海浜ホテルへとなっている。1896（明治29）年
になると大改築を行い湘南の帝国ホテルを目指し、高級ホテルとして知られ
ていった。

その後、明治期の鎌倉には本格的な結核療養所が多数開院している。明治
期から大正期の鎌倉は元来保養地だったことを生かし結核療養の場にもなっ
た。

③別荘と鎌倉

鎌倉での別荘地としての発展も始まった。井上馨ら政府高官が別荘を持つ
ようになり、つぎつぎと当時の名士の別荘が作られた。1908（明治41）年に
は別荘族の社交クラブである「鎌倉倶楽部」が発足し、明治末には鎌倉は全
国最大規模の別荘となっていた。大正元年には480戸の別荘があった。1915
（大正4）年には「鎌倉同人会」が発足し、地域への積極的な働きかけをす
るようになっている。

④鎌倉文士と鎌倉

横須賀線により鎌倉は東京との通勤圏に組み込まれ、居住しながら東京
に通勤する作家達が増加した。彼らを鎌倉文士という。1934年（昭和9）年
久米正雄を中心に文士達が協力し鎌倉カーニバルを開催した。1938年（昭和
13）年の開催時には当時の鎌倉市の人口と同じ5万人が見物に来た。1936
（昭和11）年には久米正雄の発案で鎌倉ペンクラブが発足した。文士達は同
志の結束感を持つことができ、これにより新たに作家、出版関係者が移り住
み益々鎌倉は文士の町となった。

第二次世界大戦の戦況が悪化すると、多くの文士達は戦争の影響で執筆た
作品を発表できず貧窮の状態となった。そのため、1945（昭和20）年5月に
鎌倉文庫（貸本屋）を開業した。店内には文士達の執筆本や蔵書約千冊の本
が並び、文学に飢えた人達で連日混雑し、繁盛した。

7.横須賀線が運んだもの

横須賀海軍のために誕生した横須賀線が軍事以外の“もの”を逗子や葉山、
鎌倉といった沿線地区にもたらしていた。
①交通の利便性

三浦半島は陸路が厳しい地域であったが鉄道で利便性が向上し京浜地区
からの通勤圏となった。また行楽・観光の日帰り圏内となった。

②別荘文化
保養地として鎌倉・逗子・葉山には多くの別荘が建てられた。特に葉山は
御用邸があったことで高いブランド力を持つようになった。鎌倉は別荘族
の社交クラブができ、彼らは地域向上も働きかけた。

③人口増加
別荘により夏の居住者が増えたり、逗子は横須賀海軍への通勤者も居住し
た。また、戦争中別荘への疎開者の増加もあった。

④結核治療所
鎌倉を中心に多くの結核治療所が作られた。また治療所に入らなくても
治療目的に居住するものもいた。

⑤鎌倉文士
鎌倉が通勤圏となったため多くの文士達が居住した。彼らは交流を持ち
文学的なつながりをもった。その中から、鎌倉ペンクラブの結成や鎌倉
カーニバルの開催、鎌倉文庫の開店など地域に対する活動が生まれた。
文士達の活躍で鎌倉は文化的な都市となった。

8.おわりに

私は軍用鉄道である横須賀線が、軍事とは正反対の性質である行楽や文
化を沿線に伝えていたということに驚いた。しかし、明治期には海水浴や保
養による「健康な国民」と言った考え方も「富国強兵」策の一環と言える。
その意味では、やはり横須賀線は「軍用鉄道」だったのである。

横須賀線により、元来保養地や行楽地であった逗子や鎌倉が再発見され、
現在まで続く県内でも有数の観光地となることが出来た。

今後は横須賀線がもたらした各地に残る別荘文化、海水浴場、文化都市
鎌倉が、今現在の地域にどのような影響を与えているかを調べて、考えてみ
たい。

主な参考文献
各市町市史（鎌倉・逗子・葉山・横須賀）・海水浴別荘
関連等
小田島一弘・妹尾知子・榎本雅子・齋木奈津美 財 団 法
人鎌倉市芸術文化振興財団 2015年 鎌倉文士前夜とその
時代
文芸散策の会 JTB 1997年 文士の愛した鎌倉
島本和也 島本和也（自費） 1993年 鎌倉別荘物語
神奈川文学振興会 神奈川近代文学館 1995年 鎌 倉 文
学の理想郷
畔柳昭雄 中央公論新社 2010年 海水浴と日本人

老川慶喜 河出書房新社 2017年 鉄道と観光の近現代
史
増山新吉 松林堂書店 1913年 逗子と葉山
横須賀海軍工廠原書房 1983年 横須賀海軍工廠史（3）
上山和雄 成文堂出版 2017年 軍港都市研究IV横須賀
編
田中宏巳 有隣堂 2017年 横須賀鎮守府
横須賀線百年出版委員会 神奈川新聞社 1990年 横
須賀線百年

協力：鎌倉文学館 交通統計研究所
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相模鉄道と神中鉄道の大山ケーブルカー敷設計画～大山を巡る様々な思惑と二人の社長～
立花学園高等学校

池上 要太

Ⅰ はじめに
神奈川県には横浜と県央部の海老名を結ぶ相模鉄道と、茅ヶ崎と海老名を経由して橋本に
至るJR相模線と二つの相模を冠した鉄道がある（図1）。相模鉄道はもともと神中鉄道という別
会社が敷設してもので、相模鉄道は現在のJR相模線を運営していた。神中鉄道は、当時信仰

登山として有名な、現在の伊勢原市にある大山阿夫利神社への鉄道を計画していた。現在大
山には山麓と神社の下社を結ぶケーブルカーがあり、これと関係があるのではないかと調べ
てみると、伊勢原市史資料編にはケーブルカーを敷設するにあたって４人の発起人が申請し、
その中には当時の相模鉄道と神中鉄道の社長の名前を発見した。この経緯については伊勢
原市史や相模鉄道の社史にも記載がないので、国立公文書館の「鉄道省文書」や当時の神
奈川県の地方紙「横浜貿易新報」を参考に、仮説をたて考察した。

Ⅱ 神中鉄道と相模鉄道の創業
明治時代に入り日本初の鉄道が神奈川県に開業し全国に広まった。しかし県央部の海老名、

厚木、伊勢原には鉄道が通っていないので、時代に取り残されると危惧した地元の有力者に
よって両社は立ち上げられた。偶然にも1916年、茅ヶ崎～橋本～八王子に至る相模鉄道、

程ヶ谷停車場前と厚木を結ぶ神中軌道［当初神中鉄道は軌道（路面電車のような小規模な路
線］で計画されたが、将来的に輸送量が増えると予想し、相模鉄道と同じ軽便鉄道［地方発展
の為の簡易な鉄道］に切り替え神中鉄道と改称した。）に免許が下付（授けられるの意）された。
両社の発起趣意書（会社が設立された後の目標などをまとめたもの 図3）をみると、どちらも

地域に根ざしていることがわかる。しかし第一次世界大戦による資材の高騰、戦後恐慌に影
響され、思うように工事は進まなかった。

相模鉄道 発起主意書
・茅ケ崎～橋本～八王子を結び地域経済に貢献
・大山阿夫利神社の参拝客
（年間47万人）の利用が期待
・平塚～厚木間を往復する商人
（年間100万人）の利用が期待
・相模川の砂利採取・販売を兼業して増収を図る

神中鉄道 発起主意書
・横浜と厚木を結び、取引の速達化
・相模平野の開拓、沿線の町村の振興、開発に貢献

・輸送時間の短縮、物産の運賃軽減による利益が大
きい
・農産物の肥料供給が円滑になる

Ⅲ 二人の社長
戦争、恐慌に見舞われた神中鉄道は経営陣は用地買収もままならないので、斉藤和太郎

（図4）を二代社長に迎え、相模鉄道は途中の寒川まで開通させたものの赤字続きで、路線延
長は絶望的だったため南俊二を三代社長に迎えた。2人の社長による改革は功を奏し、神中
鉄道は二俣川までとはいえ8年越しの開通を果たし、相模鉄道は全線開通を果たすばかりで
なく砂利採取業で成功し黄金時代を迎えた。

大震災で被災し一年延期となった。震災で耐震対策としてコンクリートの原料、砂利の需要が増
え、相模鉄道は砂利販売を行った。南が1925年に就任するとさらに積極的な販売を行い輸送
量は7～8万tにのぼり、路線延長のめどが立ち1926年５月に厚木まで延長した。一方の神中
鉄道は1924年に起工式を行い、相模鉄道より早い４月に厚木～二俣川間が開通、創業から実

に８年。一部開通とはいえ神中鉄道にとって大きな一歩となった。その後相模鉄道は厚木延伸
により砂利輸送量が増え、1929年まで株主へ高配当が続く黄金時代を迎えた。1926年の株主

総会では会社の目的に不動産業や遊園地などの経営を加え、企業活動の多角化を図る事な
どが決められた。1931年には橋本まで延長すしたが建設費が高くつき、世界恐慌の影響が

あって南は社長を退任した。斉藤は二俣川から北程ヶ谷（現星川）まで開業させ、さらに横浜
駅への延伸が認可されたのち斉藤は退任した。ここでの厚木駅は海老名村河原口にある。海
老名村長望月珪治が県央部初の鉄道には厚木が相応しいと考え、厚木町助役中野再五郎に
厚木と命名してほしいと働きかけていた。望月は相模鉄道の重役であり、中野は神中鉄道の
重役だったため神中鉄道に厚木町に誘致するべく活動していた。駅の命名には様々な思惑
あったと考えられる。（注1）

愛甲郡
■厚木町

高座郡

■海老名村

中郡

■伊勢原町

■大山町
■平塚町

－－－－
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Ⅴ 大山ケーブルカーをめぐる競願
南俊二と斉藤和太郎が社長を務めていた1926年頃、大山に鋼索鉄道（ケーブルカー鋼索

［ケーブル］に繋がった車両を巻き上げる鉄道）敷設の計画が上がった。ケーブルカー敷設を目
論む発起人は4団体挙がり、佐藤潤象外13名（佐藤を13名の発起人に合計して14名）の大山
鋼索鉄道、土志田与（與）吉外6名の大山鋼索鉄道、そして斉藤和太郎外7名の大山鋼索電気
鉄道、南俊二外6名の大山鋼索電気鉄道である。なんと、この2人の社長が出願していたの
だった。なぜ、2人は申請したのだろうか。
神中鉄道の仮説

言うまでもなく神中鉄道は相陽鉄道の免許を取得していた。
これにより横浜・平塚方面からきた客の為に、連絡させて
収入を得ようとしたのではないだろうか。斉藤らが出した
申請書の中には「本大山鋼索電気鉄道ヘ神中鉄道株式
会社ノ免許線ニ属スル相陽線即チ省線平塚駅ゟ(より)伊
勢原町ヲ経テ大山町ニ至ル鉄道ノ便利を謀ラントスルモノ
ナル故何卒可然 (しかるべく)御詮議ノ上御免許相願度候
也(あいねがいたくそうろうなり)（図7）」と候文で書かれて

ある。大山鋼索電気鉄道は神中鉄道相陽線に連絡し大山
参拝者の便利を図るものなので、何卒よくお考えの上免
許を認可してほしい。だが全ての発起人の申請書には相
陽鉄道や小田急との連絡について記されている。しかし斉
藤外7人が他の発起人と決定的に異なるのは、斉藤が社

長を務める神中鉄道が相陽鉄道の敷設権を持っているこ
とである。大山に通じる（小田急線は伊勢原まで）唯一の
鉄道である強みをもって申請したと考えられないだろうか。
同じ会社同士の連絡ならば円滑に済むはずだ。そういっ
た意味で便宜を得ようとしたのだろう。免許を取得出来れ
ば横浜・平塚方面からの大山参拝者を独占ができ、沿線
に目ぼしい観光地がない神中鉄道にとってはこの上ない
儲け話だ。

相模鉄道の仮説
相模鉄道は「…相模鉄道は拝殿から頂上までケーブル
カーを敷設の計画中である…（注2）」と報じられている。実
際に南は4団体の中では最も早い6月1日に申請している。

当時の相模鉄道は黄金時代を迎えており、砂利採取・輸
送で得た利益でケーブルカーを敷設して増収を図ろうとし
たのではないだろうか。余談だが南は社長を辞したのちに
大阪造船所（現ダイゾー）を設立し、戦後にはパナマの船
団を買収し南極の漁業権を得るなど様々な事業を展開し、
「日本の三大億万長者」と称された。前述の9月12日の臨

時株主総会では会社の目的に他の事業に手を出し、多角
化を図ることが決められた。これは戦後に南が行った手法
と同じであり、相模鉄道の事業拡大を画策したのだろう。
つまり、南には先見の明があったと言える。そう考えれば、
一番に出願したというのもわからなくはない。

図1 現在の神奈川県の路線図
資料:国土地理院地図を編集

図2 大正～昭和の神奈川県の路線図
資料:国土地理院地図を編集

図3 神中・相模鉄道の発起趣意書 資料:相鉄70年史

Ⅳ 大山への道・相陽鉄道の創業
大山阿夫利神社は伊勢原市（当時は中郡大山町）にある雨降山に位置し、標高700ｍのとこ

ろに下社、山頂に本社がある。歴史は古く崇神天皇の時代に建立されたとされ、古くから信仰
登山で栄え、明治に入って江戸時代より参拝者は減ったものの、東海道線が開通すると平塚
から大山まで人力車、乗合馬車・自動車、バスと時代ごとに進化しても、鉄道は計画が何度か
されただけで資金難などで未通だった。相陽鉄道は河合繁雄らが出願したが、他にも厚木鉄
道、阿夫利鉄道という会社と競願となっていた。相陽鉄道は沿線町村長からの信用度が高い
こと（図6）から1921年に免許が下付されたが、資金が集まらず3年後に神中鉄道に免許譲渡と

なった。神中鉄道社長の斉藤和太郎はこの時の発起人代表笠井愛次郎をよく知っており、ま
た重役の佐々木文一が発起人（図7）であったことから譲渡の話が進んだと考えられる。

図4（左)  斉藤和太郎
図5（右） 南俊二

資料:相模鉄道四十年史

図7 大山鋼索鉄道理由書

資料：「鉄道省文書 第一門・
監督・第一種・ニ、地方鉄道・
イ、免許大山鋼索鉄道 昭和
二年～昭和十三年」

こうして4つの団体による競願となったが、1団体にまとめなければならない。1927年7月27日
に当時の神奈川県知事は「大山鋼索鉄道免許申請ノ件（図8）」を鉄道大臣に宛てた。これによ
り9月22日に石田栞（なぜか発起人代表が変わっているが、その後社長に就任したのは佐藤で
あった）外13名に免許が認可され、ほか3団体は却下された。結局神中鉄道は相陽線との連絡
で便宜を得ようとしていたが、一里（約4km）離れ連絡する必要はないと見なされ、大山に通じ
る鉄道としての便宜を図り免許を得ることはできなかった。また、佐藤外発起人（注3）の中には

大山町長大木利一、阿夫利神社社司内海景弓、小林順三がおり、地元の協力で工事が円滑
に進むとある。斉藤も南も発起人の中には自社の重役が多く占めており、地元在住者は一人
としていなかった。（土志田も同様）このことから地元からの信頼に欠けていたと考えられる。発
起人は鉄道技師や実業家も多くおり、その中に五島慶太や中川正左が含まれ、この二人は東
京横浜電鉄（現東急）の取締役であり中川は大山鋼索鉄道の取締役も務め、東急とは関わり
が深かったとされる。このような大口の資本家が発起人であったことも、免許認可になった理由
といえよう。内海は相陽鉄道の発起人の一人であり、大木はその認可を後押しし意見書に連
署している。恐らくいつになっても工事しようとしない神中鉄道に嫌気がさしたのだろう。これが
影響して神中鉄道は地元有力者を発起人に組み入れることはできなかったと考えられる。その
後大山鋼索鉄道は1931年に開通し大賑わいを見せ、新聞には連日取り上げられた。しかし、
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績が悪化した。その後小田急、神中、相模鉄道とともに東京横浜電鉄に戦時買収され、1944年
に不要不急線指定を受け会社は解散し、線路・車両は撤去された。戦後、復活のため新たに
会社が設立されたが、資金が集まらず小田急電鉄と神奈川中央交通が出資のもと関係会社と
なり、大山観光電鉄として現在に至る。

Ⅵ 相陽鉄道のその後
小田原急行鉄道が新宿～小田原間に開通すると大山を巡る交通系統にも変化を及ぼした。今
まで平塚から大山へ客を運んでいたが、伊勢原に駅ができ徐々に衰退していった。さらに厚木
などの商人は平塚の問屋で仕入れており、商業上深い関わりがあったが、小田急の開通でそ
の商人が東京に流れ、平塚町は衰退すると懸念された。これにより相陽線開通の声が町村長
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図7 相陽鉄道発起人資産信用調書
資料：神奈川県史資料編17 近代・現代

相陽鉄道の発起人には阿夫利神社神職内海影弓
がおり、このことからも相陽鉄道への期待度が
わかる。また、神中鉄道重役佐々木文一もおり
買収するにあたってなにかしらの働きがあった
のかもしれない。
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Ⅶ 最後に
大山をめぐっては、参拝客独占を目論む斉藤の神中鉄道、事業拡大を図る南の相模鉄道、そ
して町の発展を杞憂した平塚町、そして大山鋼索鉄道。計画におよぶまでは小さな町村、発起
人一人一人から、東急のような大企業、実業家が複雑に入り交じり、関係していた。かつて源
氏、後北条氏、徳川氏などから崇敬を受け、江戸時代は五穀豊穣を祈る百姓、娯楽目的で町
人が大山を訪れていた頃と同じように、明治・大正・昭和においても人々の注目は大山にあっ
たのだ。断片的な資料からこれを見ると当時の人々が何を考えどう行動したか垣間見ることが
でき、改めて歴史の奥深さを実感した。まだ解らない点も多く、当時の資料が思っている以上
に少ないので今後も調査を続けるつもりである。

くずし字で書かれたものや候文という文体での記述があり、本校の渡辺奨太先生に解読
していただきました。この場を借りて御礼申し上げます。

斉藤は社長に就任すると役員を全員退
任させるなど社内環境を一新し、翌年
の定時株主総会では起点を貨物専用
駅となる程ヶ谷から横浜に移転し、相
陽鉄道の免許を譲受することを取り決
めた。起工式も行う予定だったが関東 図8 大山鋼索鉄道免許申請ノ件

資料： 「鉄道省文書 第一門・監督・第一種・

ニ、地方鉄道・イ、免許大山鋼索鉄道 昭和
二年～昭和十三年」

〈参考文献〉
（注1）『小田急50年史』 （小田急電鉄株式会社 1980）
（注2） 『横浜貿易新報』横浜貿易新報社 各号（1926～1931）
（注3）『鉄道省文書 第一門・監督・第一種・二、地方鉄道・イ、免許・大山鋼索鉄道・昭和二年～昭和十三年』
『相鉄線物語』 『JR相模線物語』（230クラブ新聞社 サトウマコト 1997 2000） 『厚木近代史話』（厚木市史編纂委員会 1970）
『伊勢原市史資料編近現代1』『伊勢原市史通史編近現代』（伊勢原市史編集委員会 1993 2015）
『相模鉄道50年史』（社史編さん委員会 1967） 『相模鉄道100年史』https://www.sotetsu.co.jp/group/history/
『小田急25年史』（小田急沿革史編纂委員会 1925）
『地図と鉄道省文書で読む私鉄の歩み3』（白水社 今尾恵介 2017）
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Ⅰ はじめに

日本の伝統芸能に箏(そう・こと)【図１】は、奈良時代に中国から伝来し、私の暮らす京都を

中心に雅楽の楽器として皇族や貴族の間で楽しまれてきた。京都には、近世筝曲の始祖「八橋検

校」の道場跡や墓所が残っている。そして近年、八橋検校の代表作とされる箏曲『六段』とキリ

シタン音楽との関連性が指摘されている。私は西洋弦楽器を学んできたが、この点に興味を持ち、

この研究発表で、謎の多い八橋検校の生涯やキリシタン音楽と関わる歴史的背景を調べた。
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Ⅱ 八橋検校とその生涯：1614(慶長19)年 ～1685(貞享2)年

八橋検校は江戸時代初期の盲目の筝曲家である。出生地は『箏曲大意抄』(1779年)によると、

磐城(福島県いわき市)とされるが、他にもいくつかの説がある。【図２】大坂で柳川検校ととも

に三弦を弾き三味線の祖となった後、江戸で筝曲を習得し、上洛して「検校」の位を得て多くの

筝曲を作り、演奏家としても活躍した。京都の道場で彼に学んだ弟子達によって、八橋流筝曲が

広められた。【図３】八橋は江戸や東北(磐城)でも活躍したとされ、その墓所は京都黒谷の金戒

光明寺の墓地内にあり、墓参する人々に箏に似せた菓子「八ッ橋」が売られるようになったとさ

れる。【図４・図５】
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図１「琴(きん)」と「箏(そう)」は異なる
楽器で、琴は平安末期に廃れ、現在一般
的に「おこと」と呼ばれるのは箏である。

写真資料）箏の歴史ホームページより

箏

写真）聖護院八ッ橋総本店
ホームページより

図５ 京都名菓「八ッ橋」

八ッ橋

Ⅲ キリシタン音楽の伝来

キリシタン音楽は、1549(天文18 )年にイエズス会のフランシ

スコ=ザビエルが来日して布教活動を開始するとともに伝来した。

ザビエルの死後最初のクリスマス、周防山口の南蛮寺でラテン語

聖歌を加えたミサ典礼が行われた。また、1582(天正10 )年、九州のキリシタン大名の名代とし

てローマへ派遣された「天正遣欧少年使節」は、キリシタン音楽の訓練を受け、ポルトガル・スペ

イン・イタリアの各地で歓迎され、本場ヨーロッパの音楽に触れた。1590年(天正18年) の帰国

時には、既に豊臣秀吉によりバテレン追放令が発布されていたが、翌年、使節団は京都の聚楽第で、

西洋から持ち帰った楽器を用いてキリシタン音楽を演奏し秀吉を大いに喜ばせたと伝えられる。
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Ⅳ 『六段』とキリシタン音楽『クレド』関わり

箏曲『六段』に影響があると指摘されるキリスト教聖歌『ク

レド』 は、ラテン語で「我は信ず」を意味する「信仰宣言」の

聖歌である。一聴しても共通性は感じられないが、『六段』を

西洋音楽的な五線譜として『クレド』に重ね合わせると、曲構

成や総拍数に類似性が多く見られるというのだ。

『クレド』は、当時ヨーロッパから伝来した活版印刷技術で

刊行された「キリシタン版」書籍の中で、『けれど』として日

本語訳されて伝えらており、筆記された断片的なものにも『け

れど』を書き写した史料は多い。日本でラテン語聖歌『クレ

ド』が広く知られ、歌われていたことがうかがえる。そして、

聖歌を伴奏していた日本人が、慣れ親しんだ日本の箏や三味線

などで演奏してみようと試みたことも十分考えられる。

また、1614年の江戸幕府による伴天連追放令で、東北へ追

放されたキリシタンが多くいた。磐城でも活躍した八橋が、東

北キリシタンを通して『クレド』などのキリシタン音楽に触れ

る機会があった可能性も高い。
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Ⅴ おわりに

以上の様に、楽譜や構成の比較、時代背景などから筝曲

『六段』とキリシタン音楽は深い繋がりがあると考えられる。

しかし、それを確実に検証できる史料はまだ見つかっていな

い。今回の研究で、文字資料として記録されにくい音楽の歴

史を繙くことの難しさの一端を垣間見た。文献史料以外にも、

様々な方向からの検証が必要なのだと強く感じた。

筝曲『六段』は日本の近世音楽を代表する文化遺産であり、

キリシタン音楽との関連性があるとすれば、西洋と日本の文

化融合という新たな価値を持つものとなるだろう。
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図３ 八橋検校道場跡
（京都市下京区鶏鉾町）

写真）2019年10月20日本人撮影

図２『箏曲大意抄』 山田松黒編
(1777(安永8)年)
鴨沂高校図書館所蔵

箏曲の歴史などが記されている本
書の中に、「山住勾当(八橋検校が
名乗っていた名前)といふ人、生国
岩城」(拡大部)とある。

図４ 金戒光明寺の八橋検校墓所
（京都市左京区黒谷町）

写真）2019年10月20日本人撮影
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『クラシック音楽全史』松田亜有子、ダイヤモンド社、2018年
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近世筝曲とキリシタン音楽
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近世筝曲とキリシタン音楽
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研 究 タ イ ト ル 高等学校名
私の歩く町は緑、白、青　～ソー・ヤ「礒岩の多い岸」～ 北 海 道 稚 内 高 等 学 校

南部地方における義経北行伝説の発生、流行についての研究、考察 青 森 県 立 八 戸 高 等 学 校

岩手に根付いた700年　～南部氏とはどのような一族で、なぜ700年間続いたのか～ 岩 手 県 立 盛 岡 第 二 高 等 学 校

江釣子古墳群と地元の歴史 岩 手 県 立 花 巻 北 高 等 学 校

江釣子中学校芸能発表会と後継者問題 ～ 40年以上続く歴史、どう受け継いでいくか～ 〃

東北の伝統舞踊　鹿踊　～鹿踊の起源を探る～ 〃

岩手県の伝統芸能について 〃

遠野物語と人々の関わり 〃

賢淵（かしこぶち）伝説と蜘蛛塚　～石碑からのメッセージ～ 宮 城 県 仙 台 二 華 高 等 学 校

霞城公園の知られざる過去　～山形歩兵第32連隊の活躍と地位の関係性について～ 山 形 県 立 山 形 東 高 等 学 校

鹿島鉄道廃線跡とその利用 茨 城 高 等 学 校

大津浜事件と水戸学の関わり 常 磐 大 学 高 等 学 校 

享保期幕府代官　池田喜八郎による忘れられた水利改良 栃 木 県 立 学 悠 館 高 等 学 校

願生寺阿弥陀如来像　～運慶仏との比較をもとに～ 埼玉県立伊奈学園総合高等学校

妖怪と人の心との関係 山 村 国 際 高 等 学 校

川越のシンボル「さつまいも」 　さつまいもの歴史から 〃

武蔵の不落城～忍城　―忍城最強の謎― 〃

源氏物語からみる平安時代の恋愛事情　～現代と昔を比べて～ 〃

太田道灌と川越城 〃

天皇について 〃

古墳からみる雄略天皇の人物像 〃

「和戦一如」の地、東金城　～本土決戦の要と「文化の礎」 市 原 中 央 高 等 学 校

江戸芝居の歴史 中 央 学 院 大 学 中 央 高 等 学 校

子孫が追う幕臣保木氏のルーツ 自 由 学 園 高 等 科

小田原藩を襲った災害と農民の動向 神 奈 川 県 立 足 柄 高 等 学 校

小田原ちょうちん 〃

酒匂川の変遷　～氾濫と復興～ 〃

小田原のゆかりのある著名人 〃

南足柄天狗伝説 〃

小田原の歴史 〃

「ししどの窟」について 〃

金太郎の昔話について 〃

二宮尊徳の生涯と功績 〃

小田原城と北条氏 〃

小田原のういろう 〃

小田原城の歴史について 〃

南足柄市金太郎について 〃

災害と南足柄の人々 〃

南足柄の歴史 〃

難攻不落と言われた小田原城 〃

二宮金次郎　～自家の再興から始まった再建の神様～ 〃

小田原 〃

二宮尊徳について 〃

小田原城の歴史 〃

一夜城と小田原征伐 〃
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研 究 タ イ ト ル 高等学校名
金太郎伝説　～南足柄市の民族文化～ 神 奈 川 県 立 足 柄 高 等 学 校

箱根細工物語 〃

足柄と金太郎 〃

二宮金次郎がなぜ有名になったのか？　～神奈川県小田原市の偉人についての考察～ 〃

小田原城と北条氏 〃

大雄山最乗寺について 〃

箱根温泉の歴史 〃

湘南軌道について 〃

南足柄金太郎伝説 〃

鎌倉大仏の謎 〃

小田原の歴史の流れについて 〃

二宮金次郎について 〃

桜土手古墳群に眠った人々 〃

小田原市の新幹線の歴史 〃

小田原征伐について 〃

小田原城と北条早雲 〃

小田原の食文化 〃

鎌倉幕府と湯河原町 〃

土肥一族とししどの窟について 〃

秦野市に流れる川　―水無川― 〃

小田原と城主の政策 〃

小田原市の古墳の特徴 〃

小田原の食文化 〃

酒匂川・足柄平野　～人々の暮らしと災害～ 〃

二宮尊徳の努力 〃

江戸の小田原について 〃

自分の住んでる町の歴史 〃

二宮金次郎の歴史 〃

中屋敷遺跡について 〃

小田原城の歴史について 〃

難攻不落の小田原城 〃

江戸時代の小田原城について　―石高の違い― 〃

キリシタン信仰と地域コミュニティー　～長崎県外海・平戸地区を中心に～ 関 東 学 院 高 等 学 校

名古屋城の縄張・構造とその軍事プランに対する検討 浅 野 高 等 学 校

これからのカンボジアを考える　～ポル・ポト政権崩壊から40年を経て～ 法 政 大 学 国 際 高 等 学 校 

文化を運んだ軍用鉄道 ～横須賀線が運んだのは “もの ”だけではなかった～ 武 相 高 等 学 校

相模鉄道と神中鉄道の大山ケーブルカー敷設計画　～大山をめぐる様々な思惑と２人の社長～ 立 花 学 園 高 等 学 校

河井継之助と北越戦争 新 潟 県 立 新 潟 高 等 学 校

佐渡に流刑された人々 〃

「新湊」の地名由来について　―富山県射水市にある「新湊」の場合― 富 山 県 立 新 湊 高 等 学 校

富山県射水市の地名「放生津」の起こりと謂われについて 〃

哲学者　西田幾多郎先生の歩んだ径（みち） 石 川 県 立 金 沢 桜 丘 高 等 学 校

地方中小都市敦賀の太平洋戦争 敦 賀 気 比 高 等 学 校

土岐明智氏の歴史と光秀伝説の形成　～土岐文書とフィールドワークからの検証～ 岐 阜 県 立 関 高 等 学 校

撫順東方における歴史観光構想とその挫折　～まぼろしに終わった歴史ツーリズムを読み解く～ 〃

江馬修の学問と芸術的抵抗　～表現としての考古学・文学・演劇～ 〃

「戦国の梟雄」とされた早雲の実像 静 岡 県 立 韮 山 高 等 学 校
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研 究 タ イ ト ル 高等学校名
“萩反射炉 ”と “韮山反射炉 ”の相違点・共通点と歴史的背景 静 岡 県 立 韮 山 高 等 学 校

明治日本の経済発展　～中国・北九州の産業革命遺産～ 〃

九州の食文化と歴史的背景 〃

大宰府天満宮と梅 〃

原爆投下に到った経緯と原爆の仕組み、及びそれらが社会に及ぼした影響 〃

大宰府天満宮の魅力 〃

三島停車場誕生までの歴史　～鉄道誘致運動の全貌を探る～ 静 岡 県 立 三 島 北 高 等 学 校

豊橋市における縄文時代の暮らし 愛 知 県 立 豊 橋 南 高 等 学 校

鴨沂（おうき）高校が所蔵する古書籍の蔵書印 京 都 府 立 鴨 沂 高 等 学 校

近世筝曲とキリシタン音楽 八橋検校の《六段》とラテン語聖歌《クレド》の関わり 〃

令和の大合併の予想 大 阪 府 立 天 王 寺 高 等 学 校

城郭の復元のあり方　～名古屋城を通して城郭の復元のあり方を考える～ 大 阪 明 星 学 園 明 星 高 等 学 校

洪水が起きたとき、大阪高校付近はどうなるか？ 大 阪 高 等 学 校

南海トラフ巨大地震が起こった時の相川地区（大阪市東淀川区）の状況 〃

姫路の戦中・戦後史 兵 庫 県 立 姫 路 東 高 等 学 校

軍師として豊臣秀吉を支えた黒田官兵衛 兵 庫 県 立 生 野 高 等 学 校

志賀直哉と小林多喜二の親交 神 戸 野 田 高 等 学 校

豊中市の「日本で１番○○」を探る 雲 雀 丘 学 園 高 等 学 校

越木岩神社 〃

台湾の観光地と日本の軍艦島を比較してわかったこと 〃

大阪の発展・土地利用と鉄道 なぜ私鉄が都会に直通するのか？ 甲 陽 学 院 高 等 学 校

古き良きもの　継ぐ者伝える者　未来へ　～小さな仙霊茶の大きな歴史～ 東 洋 大 学 附 属 姫 路 高 等 学 校

慶長５年の豊臣臨時政権の実態 金 光 学 園 高 等 学 校

福山藩とキリスト教弾圧 福 山 市 立 福 山 高 等 学 校

柳井の明治維新　～なぜ柳井の功績は忘れられたのか～ 山 口 県 立 柳 井 高 等 学 校

備前刀の研究　―西の聖地で生まれた鉄の芸術― 徳 島 県 立 城 東 高 等 学 校

鉄道会社の再興　～近畿日本鉄道元社長　佐伯勇の生涯～ 愛 媛 県 立 西 条 高 等 学 校

伊曽乃神社の魅力 〃

伊予国中心地の変遷の研究　～時代による中心地の条件の変化を通して～ 愛媛県立松山西中等教育学校

城下町松山の戦災復興　～昔と現在をつなぐ街路～ 愛 光 高 等 学 校

伊予鉄道株式会社と松山電気軌道株式会社の合併抗争　～合併に至った経緯を探る～ 〃

継ぎ獅子の歴史をたどる　～伊勢の太々神楽から今治市へ～ 済 美 高 等 学 校

織幡神社における神名の変化についての一考察 福 岡 県 立 宗 像 高 等 学 校

小地名「ホノケ」の研究　～福岡県糸島市王丸集落～ 福 岡 県 立 修 猷 館 高 等 学 校

朝鮮通信使と日本の歴史 福岡県公立古賀竟成館高等学校

七ヶ神社について 〃

向岸寺と通の捕鯨文化から探るその関係性 〃

古賀の歴史と船原古墳 〃

広島の原爆について 〃

横大路家住宅（千年家）の歴史を探る　～地元に隠された偉大な秘密を知る～ 〃

中浜万次郎について 〃

筥崎宮の歴史と祭典 〃

歴史ある宮崎の遺跡 〃

私たちの地元HISTORY in 香椎宮 〃

新元号「令和」について 〃

元寇と水中考古学について 福 岡 県 立 武 蔵 台 高 等 学 校

日本近代医学の起源を探る 東洋医学と西洋医学の藩医体制の融合　～黒田藩と岡藩を中心に 福 岡 大 学 附 属 大 濠 高 等 学 校



※個人情報に配慮して、研究タイトルと高等学校名のみを記載しています。

研 究 タ イ ト ル 高等学校名
日露戦争と福岡 福 岡 大 学 附 属 大 濠 高 等 学 校

未解明の古墳時代の集落に迫る　～壱岐・車出遺跡とその遺物から見た巨石古墳との関係～ 長 崎 県 立 壱 岐 高 等 学 校

高島海洋少年共和園　―無人島に強制収容された戦争孤児たち― 大 分 東 明 高 等 学 校

明治期の種子島における異文化交流　―ドラメルタン号漂着事件を中心に― 鹿児島県立種子島中央高等学校
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